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このWebinarの目的

Power Platform を本格利用する前に、ライセンス体系、それぞれのライ
センスでできることを理解し、適切なライセンスを選択していただく



Agenda

• 無償・有償 Power Platform とは？

• 無償・有償 Power Platform でできること

• 無償・有償 Power Platform の選び方



無償・有償 Power Platform とは？



Power Platform

 無償版 Power Apps

 有償版 Power Apps

 無償版 Power Automate

 有償版 Power Automate



無償版 Power Apps とは？

無償版
• Office 365(O365), Microsoft 365(M365),

Dynamics 365(D365) ライセンスに含まれる
Power Apps 使用権を指す(Seeded とも呼ぶ)

• O365, M365, D365 の拡張・カスタマイズシナリオで
Power Apps を利用可
e.g. O365 ライセンスであれば、SharePoint や Excel を
更新する Power Apps;D365 ライセンスであれば、D365 
データを更新する Power Apps を作成し、利用することが
可能

O365, M365 seeded の Power Apps

D365 seeded の Power Apps

Excel, SharePoint の
追加・参照・更新・削除

*Power Apps は D365 アプリと同じ
環境内でなければならない

Dataverse for Teamsへの
追加・参照・更新・削除

D365 で利用している
Dataverse*への
追加・参照・更新・削除



有償版 Power Apps とは？

有償版
• Power Apps ライセンスのことを指す(Standalone ライセンスとも呼ぶ)
• ライセンスは Per App プラン、Per User プランの 2 種類
• Dataverse や外部データソースをベースにした Power Apps を作成することができる
• Power Pages も利用できる

¥540-/1アプリ ¥2,170-

1

2023年1月時点の価格



Power Pagesの料金体系について

認証ユーザー
(1サイト/月）

匿名ユーザー
(1サイト/月）

※同一ユーザーは1ユーザーとしてカウント

前払い Tier 1

(100 user~)

Tier 2

(10,000 user~)

Tier 3

(100,000 user ~)

Tier 1

(500 user~)

Tier 2

(10,000 user~)

Tier 3

(100,000 user~)

¥21,743

(100user)

¥8,154

(100user)

¥5,436

(100user)

¥8,154

(500user)

¥4,077

(500user)

¥2,718

(500user)

従量課金 ¥435

(1user)

¥33

(1user)

2023年1月時点の価格

それぞれのプランにDataverse の容量が付帯します。
詳細についてはPower Pages のサイトをご確認ください。
Power Pages の価格 | Microsoft Power Pages

https://powerpages.microsoft.com/ja-jp/pricing/


Power Apps 内の Power Automate 利用具体例
Power Apps ライセンスを持つユーザーが SQL DB をデー
タソースとして使ったアプリを実行し、以下のフローを含む場合

無償版 Power Automate とは？

無償版
Power Apps(有償), O365, D365, ライセンスに含まれる Power Automate 使用権

Power Apps, O365, D365 Seeded の Power Automate
Power Apps seeded: Power Apps アプリ 内での利用に限定される
• Power Apps に組み込まれたトリガー、アクション、フローは以下にのみ接続可能

o Power Apps で利用可能なデータソース: 例1
o Power Apps (トリガー/アクション経由): 例2

• Power Apps に関連のないフローは有償ライセンスが必要

O365, D365 seededについては、上記[Power Apps]をD365, O365に置き換える

例1: Power Apps から Power 
Automate のトリガーが発火

Power Automate のアクションで
データソースの Dataverse を更新

例2: 例1のアクションの後続フローとして Power Automate 
よりPower Apps に対してプッシュ通知を出す

Power Apps 外の Power Automate 利用具体例
上記例と同じユーザーがフローを使って Oracle DB 更新し
たい場合で、
• Power Apps とは一切関連性がない
→有償 Power Automate ライセンスが必要

2.SQL DB データの参照 or 更新1.Power Apps でデータ入力

3.データ操作後のフローが走る4.Power Apps にプッシュ通知

Power Automate のアクション
で SPO や Excel を更新

Power Automate のアクション
で D365 を更新



無償版 Power Automate for desktopとは？

無償版
• Windows 10 / 11 ライセンスに含まれる

Power Automate for desktop 
（RPA）使用権

UI の自動化

デスクトップまたはブラウザ上で実行
する画面操作などのアクションを、

Power Automate for desktop
で自動化

ロボティック・プロセス・オートメーション
（RPA）

無人型

完全自動化
有人型

人がトリガー

概要 ボリュームが大きく、時間がかかるタスクを、指１本動かさずに自動化 デスクトップやウェブ上で手動で行っているタスクの効率化と自動化

シナリオ 会社の大規模プロセスの自動化 オンデマンドのタスクの自動化

対象者 RPA専任の Center of Excellence および自動化のスペシャリスト ビジネスユニットにおける市民開発者

必須条件 特定のマシンにおけるジョブ/ロボットが業務をこなすこと ユーザーが各自の端末にサインインしていること/人がトリガーとなること

有人型
有償



有償版 Power Automate とは？

有償版
• Power Automate ライセンスのことを指す(Standalone ライセンスとも呼ぶ)
• ライセンスは Per Flow、Per User, Per User + 有人型RPA プランの 3 種類 + アドオンライセンス

フロー単位のライセンス

¥10,870- /フロー/月

最小購入数 5 フロー

定められたキャパシティでフローを実
装し、組織全体で無制限の数の
ユーザーが利用できる

Per Flow プラン

ユーザー単位のライセンス

¥1,630- /ユーザー/月

Per user プラン

個々のユーザーが各自のニーズに基
づいて、無制限の数のフローを作成
できる

ユーザー単位のライセンス

¥4,320- /ユーザー/月

Per user + 
有人型RPAプラン

個々のユーザーが無制限の数のフ
ローを作成できる ＋ RPA と AI に
よってレガシーアプリケーションを自動
化できる

ボット単位のライセンス

¥16,310- /ボット/月

無人型 RPA アドオン

ボットの自律的な実行を可能にする
(=ユーザーから独立する)ことで、デ
スクトップベースの自動化を拡張

Per userプラン
+ Power Automate for desktop



従量課金プラン Power Platform とは？

従量課金プラン
• Power Apps / Automate の従量課金プランのことを指す
• 使用した分だけ支払う料金体系
• できることは有償版と同じ

アクティブユーザー： 1アプリ 1人当たり ¥1,120-

Dataverse File ： 1 GB 当たり $ 2.40

Dataverse Log ： 1 GB 当たり $ 12

Dataverse Database ： 1 GB 当たり $ 48

Power Apps

クラウドフロー/有人 RPA フロー ： 1実行当たり ¥65-

無人RPA フロー ： 1実行当たり ¥326-

Power Automate (Preview)

スタンドアロンの有償ライセンスを持っているユーザー、Per Flowプランを適用
しているフローの実行に関しては課金されない

Per user ライセンスを持つユーザーには課金されない

Per app ライセンスとは共存できない

利用人数に季節性がある場合やトライアルでの利用の選択肢に



価格改定について

2023年4月からすべてのライセンス価格が15%引き上げされます。



無償・有償 Power Platform でできること



Power Apps



無償＆有償 Power Apps 共通: キャンバスアプリ

フィールドワークを支えるキャンバスアプリ

• タブレット、スマートフォン、Webなど、クロスプラットフォームでの利用

• キャンバスに絵を描くように、PowerPointライクに画面をデザインし、

Excelの関数ライクに処理を記述

• ユーザーのインプットが容易な豊富なコントロール

• Power Automate連携による、容易なデータ活用

• 開発生産性が高く、アプリケーションのリリースサイクルを大幅に削減



有償 Power Apps : モデル駆動型アプリ

オフィスワークを支えるモデル駆動型アプリ

• Webベースのアプリケーション

レスポンシブUIで、スマートフォン、タブレットで利用可能

• ビジネス プロセスを定義し、「正しい処理」と「現在の状況」を明確化

• Word、Excelと連携し、複数のデータを一括変更などを標準機能として搭載

• 1画面に複数の関連する情報をダッシュボードに集約可能

• 既にDynamics 365 Customer Engagementとして、利用されているUCI 

(Unified Client Interface )機能

（※D365付帯Power Appsでも使用可能）



有償 Power Apps : Microsoft Dataverse

• Power Platform・Dynamics 365 で提供さ
れる市民開発者からプロ開発者まで利用でき
るローコードなデータ基盤

• エンタープライズ利用にも耐えうる、
高度なセキュリティー機能とインフラを
SaaS のプラットフォームとして提供

• 利用範囲はPower Platformに閉じず、
Web API や SDK 等の拡張機能も提供

Identity, security, management, and compliance

Microsoft AzureMicrosoft Azure

GitHub GitHub 

Microsoft 365Microsoft 365 LinkedInLinkedIn

Connected
Store

Microsoft
Dynamics 365

Microsoft 
DataverseMicrosoft 

Power Platform

（※D365付帯Power Appsでも使用可能）



無償/有償 Power Apps ：使用可能なコネクタ

Power Platformでは、データソースやサービスへの接続にコネクタを使用

• コネクタには、標準コネクタ、プレミアムコネクタ、

カスタムコネクタがある

•無償で使用できるのは標準コネクタのみ

•有償ではプレミアムコネクタ、カスタムコネクタも

使用可能

※ライセンスの種類により、
1日当たりに可能なAPIコール数の上限が異なります



有償 Power Apps ：プレミアムコネクタ / カスタムコネクタ

プレミアムコネクタ

DataverseやSQL Server、Oracle DB、

SAP、Azure、HTTPコネクタといった

本格的な業務システム連携が可能

カスタムコネクタ

Power Platformがコネクタとして標準では提供して

いない、3rd Partyサービスや、API、自社システム

等との接続を可能にするカスタムコネクタを作成可能
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• Power BI、 Power Automate 、Power Apps 
からオンプレミス上のデータを扱えるようになる。

• 1つのゲートウェイだけで複数のサービスから同時に
利用が可能

• ゲートウェイはデータソースとなるインスタンス
と別のインスタンス上にデプロイした構成も可能

• 全てのデータは圧縮され、暗号化された経路でやり
とりされる。

• ゲートウェイからのトラフィックはアウトバウンドのみの
通信で動作する。

オンプレミスデータゲートウェイを利用すると、オンプレミスで管理されているデータに Power Apps からアクセス
することができるようになります。
ゲートウェイはインストーラから簡単にインストールでき、Outbound 通信のみで動作します。

クラウドサービス

Azure
Analysis Services

Power BIPowerApps
Microsoft

Flow
Azure

Logic Apps

オンプレミス
データソース

オンプレミス
データゲートウェイ

有償 Power Apps ：オンプレミスデータゲートウェイ



有償 Power Apps : Power Pages

組織内・外、顧客やパートナー向けに、
多言語のレスポンシブなWebサイトの提供

Microsoft アカウント、LinkedIn、Azure AD B2C など
の商用またはエンタープライズ
ログイン プロバイダーや、匿名アクセスが可能

フォーム、ビュー、グラフ、ダッシュボードなど、使い慣れた構
成要素を使用して CDSデータを
有効利用



Power 
Automate



無償/有償 Power Automate (クラウドフロー)

Power Platformでは、データソースやサービスへの接続にコネクタを使用

• コネクタには、標準コネクタ、プレミアムコネクタ、

カスタムコネクタがある

•無償で使用できるのは標準コネクタのみ

•有償ではプレミアムコネクタ、カスタムコネクタも

使用可能

※ライセンスの種類により、
1日当たりに可能なAPIコール数の上限が異なります



有償 Power Automate for desktop

無人型

完全自動化
有人型

人がトリガー

概要
ボリュームが大きく、時間がかかるタスクを、指１本動かさずに
自動化

デスクトップやウェブ上で手動で行っているタスクの効率化と自動
化

シナリオ 会社の大規模プロセスの自動化 オンデマンドのタスクの自動化

対象者
RPA専任の Center of Excellence および自動化のスペ
シャリスト

ビジネスユニットにおける市民開発者

必須条件 特定のマシンにおけるジョブ/ロボットが業務をこなすこと
ユーザーが各自の端末にサインインしていること/人がトリガーとな
ること

Power Automate for desktop (無償)には含まれない機能を使いたい時

• クラウドフロー(自動フロー、インスタントフロー、予定フロー)

• 無人型デスクトップフロー

• データへの接続

• データの保存と管理

• AI



有償版の
メリット

Microsoft Dataverse

プレミアム＆カスタムコネクタ

オンプレミスデータゲートウェイ

モデル駆動型アプリ

Power Apps Portals

Power Automate for desktop



無償・有償の選び方



無償版・有償版のどちらを使うべきか判断の基準は３つ

開発規模

データソース

ガバナンス



無償版・有償版のどちらを使うべきか判断の基準は３つ

開発規模

データソース

ガバナンス



開発規模で開発手法を選ぶ
費
用
対
効
果
規
模

業務プロセスの汎用性

プロ開発者が基幹システム等を開発Mode 3. Power Platform 
+開発, パッケージ利用

（例：SAP連携、Dynamics 365）

Mode 2. Power Platform
（例：RDBを必要とするアプリ、データの活用）

Mode 3.
複雑な要件の
基幹システム

Mode 1.
個人/チーム内での業務の簡易効率化

O365利用権内でPower Platformを利用

Visual
Studio

VS
Code

Mode 2. 事業部門/全社でのデジタイゼーションを実現し、生まれたデータをビジネスの意思決定に繋げる

セキュリティ要件やアクセス制限があるアプリケーション

全社員共通的に利用するアプリケーション

Mode 1. Power Platform
（例：簡易承認ワークフロー、ペーパレス化）

セキュリティ要件やアクセス制限が緩い簡易的なアプリケーション

有償版

無償版

Dynamics 365



無償版・有償版のどちらを使うべきか判断の基準は３つ

開発規模

データソース

ガバナンス



データソースでライセンスを選ぶ

SQL

※Excelをデータソースとすることは個人利用以外では基本的に非推奨

無償(O365/M365付帯)で可能 有償orD365付帯で可能 有償で可能



Dataverseが必要なシナリオ
データの改ざんを防ぐ必要がある場合

例）勤怠管理など機密性、正確性が重要なアプリ

SharePoint の場合

改ざん

Dataverse の場合

改ざん不可

悪意を持った
ユーザー

悪意を持った
ユーザー

一般ユーザー

一般ユーザー

アプリ

アプリ

データベース
(SharePoint List)

データベース
(Dataverse)

アプリが使える=SharePoint 

Listを閲覧、編集できるので、

直接データベースにアクセス
してデータを改ざんできる！
他人のデータも閲覧できる！

アプリは使えるが、Dataverse

のレコード編集権限は持って
いないので、データを改ざん
できない

権限のあるデータしか閲覧で
きない



無償版・有償版のどちらを使うべきか判断の基準は３つ

開発規模

データソース

ガバナンス



有償で使用できるガバナンス機能①
Center of Excellence (CoE) Starter Kit

• 組織内でのPower Platform 運用・管理・自
動化を始められるように、 Power Platformの
サンプルテンプレートとしてMicrosoftが作成し
たものを無償提供

• キットは管理用コネクタやAPIを活用し全て
Power Platformのコンポーネントで構成

• キットのシナリオは、実際の大規模顧客内での
運用で得られたベストプラクティスに基づき作成

https://docs.microsoft.com/ja-jp/power-platform/guidance/coe/starter-kit

https://docs.microsoft.com/ja-jp/power-platform/guidance/coe/starter-kit


コアコンポーネント

テナント内の
リソースカタログ

ガバナンスコンポーネント 育成コンポーネント

テナント内にあるリソースの一元管理や、
監査ログの可視化、DLPエディタ、
アプリ所有者の変更などの
管理者用コンポーネント

テナント全体利用状況可
視化

DLPエディタ アプリ所有者の変更

環境やアプリ作成後のガバナンス
プロセス(アプリの申請、特定コネクタ・
アプリの使用状況、自動アーカイブなど)を
支援するためのコンポーネント

CoE確立のために不可欠な、アプリ作成
者や社内コミュニティ育成を支援するため
のコンポーネント

アプリ申請 管理者による
アプリ審査

未使用アプリ
自動アーカイブ

特定アプリの監査

アプリカタログ テンプレート
カタログ

社内トレーニング
イベント管理

Welcomeメール

https://github.com/microsoft/powerapps-tools/issues

https://github.com/microsoft/powerapps-tools/issues


有償で使用できるガバナンス機能②
Power Automate for desktop の監視機能

Power Automateの監視機能

[デスクトップフロー実行]で表示される履歴は
有償ライセンス保有者のデスクトップフロー実
行履歴のみ

• 無償版Power Automate for desktop
にはクラウド側に実行ログを吐き出す機能が
ないため、監視対象とならない。

• 無償版の実行履歴の監視をする機能は提
供していない。

• 無償版ユーザーがどのようなフローを作成した
か監視することは可能。



無償版・有償版のどちらを使うべきか判断の基準は３つ

開発規模

データソース

ガバナンス

組織全体で使用する
アプリ・フローを開発する場合は有償

大量のデータを扱うまたは、
外部のデータソースを使用する場合は有償

CoE Starter Kitを使用するまたは、
Power Automate for desktopを組織で
使用する場合は有償

…

…

…



適切なライセンスを選択して
Power Platform を有効活用しましょう！
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